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国際化学肥料ニュース（2011年 5月） 

 

肥料業界の 2011年 5月動態 

＊ アメリカ農業省は 5 月に「全世界農業生産予測」報告書を発表した。2011~2012 年度

全世界のトウモロコシ収穫量が 8.6773 億トン、小麦収穫量が 6.6955 億トン、大豆収穫

量が 2.6329億トンで、2010~2011年度よりそれぞれ 6.4％、3.3％、1.0％増える。但し、

アメリカに限っては、2011~2012年度の食糧収穫量は2010~2011年度とほぼ同じである。 

 

＊ インドの化学肥料輸入業者は、今年に入ってから国際肥料供給者との重なる交渉が不

本意に終え、国際肥料価格上昇の影響を避けることができない。その結果を受け、イン

ドの化学肥料メーカーと商社が相次ぎ値上げを表明してきた。先ず、インド農民肥料連

合会（IFFCO）は 6 月から DAP の販売価格上限を 1.2 万ルビー／トン（約 270 ドル／

トン、税抜き）に値上げ、化成肥料の販売価格も引上げると発表した。これは 4 月の値

上げに続く 2 回目である。他方、Coromandel 社、Zuari 社、Tata 化学社等も同調で、

肥料価格を引上げた。6月 1日現在、尿素を除いた化学肥料小売価格が 4月 1日より平均

で 28％高くなっている。 

インド政府は IFFCOの値上げに理解を示し、同時にりん酸肥料と塩化加里の補助金を

増やす予定。インド政府は DAPの輸入基準価格（補助金込み価格）を 580ドル／トンか

ら 612ドル／トン、塩化加里を 390ドル／トンから 420ドル／トンに引き上げ、本年度

の化学肥料補助金総額を 112.6億ドルに設定した。 

 

＊ ベトナム商務省からの情報によれば、2011 年度ベトナム国内の化学肥料需要量は 850

万トン、自給率が 68％、残りは輸入に依存する。その内訳は塩化加里需要量 70万トン、

全量輸入に依存する。硫安 60万トン、全量輸入に依存する。尿素 180万トン、国内生産

量 100万トン、輸入 80万トン。DAP70万トン、国内生産量 30万トン、輸入 40万トン。

化成肥料 310万トン、過石等のりん酸肥料 160万トンは全量国内生産で賄う。 

  また、ベトナム工業と貿易省が 5 種類商品の国家備蓄計画を策定している。その中に

化学肥料（尿素、加里、DAP）も含まれている。備蓄量は年間需要量の 3～12％と決め

られるそうである。 

 

＊ Canpotexは 5月上旬にアジアとラテンアメリカ向けの塩化加里CFR価格を 50ドル／

トンの値上げと発表した。即ち、標準塩化加里の CFRは 510ドル／トン、大粒塩化加里

の CFRは 525ドル／トン。その理由は、世界の需要増により、北米の塩化加里在庫量が

減ったため、一定幅の値上げでも販売に影響がないと Canpotexが考えていると推測され

る。北米塩化加里の 3月在庫量が 179万トン、2月より 18.3万トンも減少した。また、

北米の 3月塩化加里生産量が 108.1万トン、2月より 8％減少したが、販売量が 131.1万
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トン、2月より 24％増加した。 

 

＊ タイ「世界日報」5月 7日の報道によれば、タイのアビシット総理は化学肥料の価格高

騰に対応するため、35 億バーツ（約 92.75 億円）の補助金を用意し、1 トンあたり最大

1500バーツを補助すると発表した。また、タイ財政部も農家への貸し出しに 300億バー

ツの資金を用意していると発表した。貸出し金利は年 7％の低金利に抑える。タイマスコ

ミは政府のこれらの措置は来る総選挙対策の一環であると分析する。 

 

＊ 中国 DAP メーカーはインドとの間に 6~9 月の非需要期関税期間に 72 万トン DAP を

輸出する契約を締結した。内訳は雲天化公司 40 万トン、開燐公司 22 万トン、東聖公司

20万トン、価格は CFR612ドル／トン（海運費 30~32ドル／トン）。一方、輸出関税の

低い NP化成肥料についても、インドとの間に 20.20.0の化成肥料 100万トン超を契約し

た。平均価格は 25kg または 50kg 袋が CFR395～400ドル／トン、バラが FOB355～365

／トンである。 

 

＊ 中国政府の統計データによれば、2010年末現在、中国の DAP生産能力が 1500万トン

を超え、実物生産量 1170 万トン、国内需要量 700 万トン、輸出 400 万トン弱。2011 年

に新たに 200 万トンの生産能力が増加する。2011 年の実物生産量 1260 万トン、輸出

300~350万トンと予想している。 

 

＊ インド MMYC が 5 月 4 日の尿素入札結果を公表した。応札量 11.5~13 万トン、平均

価格 CFR399ドル／トン。今年にすでに 2回尿素入札を行い、98.5万トンを契約し、昨

年より 23.5 万トン増加した。また、インド RCF も 2 件のりん安入札を行った。1 件は

40万トン DAP、5月 31日締切、落札者は 6～9月に船積。もう 1件は化成肥料生産用の

7万トン DAP／MAP、5月 31日締切、落札者は 8月～来年 2月に船積。 

 

＊ 今年に入ってからブラジル化学肥料需要が好調持続、1～4 月の販売量が 640 万トン、

昨年同期より 14.3％増えた。1～4月の国内生産量が 280万トン、需要の半分にもなって

いない。特に 4月の肥料販売量が 138万トン、昨年同期より 23.9％増、輸入量も 147万

トンに達し、昨年同期より 35.7％増。1～4 月輸入量が 560 万トン、ブラジル需要量の

87％を占める。輸入量増加の多い順は MAP（240％増）、硝安（148％増）、塩化加里（41％

増）であった。 

  

大手各社の営業業績 

＊ カナダの Agrium 社は 2011 年 1～3 月の営業収入 30 億ドル、営業利益 7.25 億ドル、
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純利益 1.6 億ドル。その中、化学肥料部門の売上高 7.07 億ドル、営業利益 1.15 億ドル。

農薬部門の売上高 6.38億ドル、営業利益 1.02億ドル。 

 

＊ ブラジルヴァーレ社は 2011 年 1～3 月の化学肥料部門の売上高が昨年第 4 四半期より

5.1％増の 7.87 億ドル、全社売上高の 5.8％を占める。その内訳は窒素肥料 1.72 億ドル、

りん酸肥料 5.36億ドル、加里肥料 0.65億ドル。 

  ヴァーレは 2011 年 1～3 月に化学肥料分野への投資が 1.56 億ドルに達し、2015 年に

加里生産能力が340万トン、りん酸肥料生産能力1270万トンに達する発展目標を立てた。 

 

＊ アメリカ CF Industriesは 2011年 1～3月の化学肥料売上高が 11.7億ドル、営業利益

2.82ドル（昨年同期は 440万ドルの赤字）。昨年、CF Industriesは 1.23億ドルで Terra

社を買収したことにより、今年 1～3月窒素肥料の販売量が 94％増え、巨額の利益をもた

らした。 

 

肥料プラント新規建設 

＊ ノルウェイのYara社はフィンランドに燐鉱石採掘とりん酸肥料工場を建設することを

決めた。生産能力はりん酸肥料 50 万トン／年、工場は 2012 年 3 月完成、燐鉱石採掘は

2012年 7月からの予定。 

  また、Yara社は子会社のリビアノルウェイ化学肥料（Lifeco）を通じて、リビアのMarsa 

el Brega 港に尿素とアンモニア工場の建設計画の検討を再開した。本件の計画はリビア

国内騒動で 2月 20日に中断したが、局面が安定しているため、再開を決めた。当該計画

は天然ガスを原料として、アンモニア 15 万トン、尿素 90 万トンの生産能力を有する工

場を建設予定である。 

 

＊ インド Indorama社はリベリアに 18億ドルを投資し、大型尿素とメタノール工場を建

設する。生産能力は 100万トン尿素、3～4年後完成する予定。 

 

その他 

＊ 中国税関の通関データによれば、2011年 1～3月に尿素輸出量 59.6万トン、昨年同期

より 50.41％減少した。山東省と内モンゴルは輸出尿素の主な産地で、全輸出量の 51.4％

を占めた。輸出先はインド、アメリカ、台湾の 3ヶ国で全輸出量の 64.2％を占めた。 

  2011 年 1～3 月の DAP輸出量 27.9 万トン、昨年同期より 9.07％増。雲南省と貴州省

が主な産地で、全輸出量の 64.4％を占めた。輸出先はベトナム（11.4 万トン）、タイ（5

万トン）、ペル（2.4万トン）。 

2011年 1～3月MAP輸出量 11.4万トン、昨年同期より 3.68％減。雲南省と貴州省が

主な産地で、全輸出量の 73.1％を占めた。主な輸出先はオーストラリア（6.2 万トン）、
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タイ（1.6万トン）、ブラジル（1.5万トン）。 

また、2011 年 1～3 月に 139.2 万トン化学肥料を輸入した。主に塩化加里であった。

輸入平均価格は 398ドル／トン。 

 

＊ イスラエル ICL 社はイギリスの北海海底にある Boulby 加里鉱山の下に新たに埋蔵量

10 億トンのポリハリット鉱脈を発見したと発表。ポリハリットは硫酸加里、硫酸カルシ

ウム、硫酸マグネシウムを含む鉱物で、そのままでも肥料として使える。Boulby 加里鉱

山の下部にあるため、基本施設と採掘設備がそのまま転用できる。ICL 社は鉱石の有効

利用にすでに 1960万ドルを投入し、イギリス政府も 2450万ドルの補助金を拠出する予

定である。 

 

＊ アメリカ商務省国際貿易管理署（ITA）は 5月 2日からロシアから輸入するすべての硝

安に 253.98％のダンピング関税を徴収すると発表した。 

 

＊ ベラルーシ大統領が 5 月 4 日に命令を発布し、6 月 1 日から塩化加里の輸出関税を 75

ユーロ／トンに引上げる。現行の 50ユーロ／トン輸出関税は 2009年 9月 1日から実施

されたものである。国家財政難のため、2010年から政府が輸出関税を 100ユーロ／トン

に引上げることを検討しているが、業界からの反対があり、最終に 25ユーロの引上げに

妥協した。 

 

＊ 2011年 5月 13日、EUが中国からの輸入メラミンにダンピング関税を徴収することを

公告した。ダンピング関税は 415ユーロ／トンで、輸入価格 1153ユーロ／トン以上の貨

物には徴収しない。EUは 2010年 2月から中国産メラミンに対し廉売調査を開始し、2010

年 11月 16日から 44.9～65.2％の緊急臨時ダンピング関税を徴収した。 

 

＊ ロシアの肥料会社Minudobreniya社の買収に生じた混乱が収束していない。現在、ノ

ルウェイYara社の子会社Yaibera社がMinudobreniya社の株式 79.6％を持っているが、

ロシアのEUROCHEM社とウクナイラーDFグループがYaiberaを買収する意欲を示し、

Acron社も 5月 12日に同国のの一部株式を買収する声明を発表した。 

 

＊ オーストラリア公正取引委員会（ACCC）は、オーストリア主要肥料メーカーIncitec

社がインド資産家 Pankaj Oswalとその家族が有する Burrup Holdings（BHL）とその

子会社 Burrup Fertilisers、Burrup Nitrates 社を買収する意欲をもつと発表した。

Burrup Holding はオーストラリアに化学肥料生産と販売を手掛けている。現時点、オー

ストラリア国内 20数社が Burrup Holding の資産売却に興味を示し、ACCC は 7月中に

最終買手を決定するではないかと見ている。 
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＊ ドイツの K+S 社は 7 月末に COMPO 工場を売却すると発表した。COMPO 工場は化

学肥料、植物防疫製品、園芸製品を製造して、一昨年の売上は 5.74 億ドル。実は昨年 7

月に K+S 社は COMPO工場の売却意思を表明したが、幾つかの要因で、売却計画が進ん

でいない。 

 

＊ 中国産 DAP、MAP は 6 月 1 日から非需要期輸出関税が適用されたが、課税基準価格

に輸出関税を含むか否かの結論がまだ出ていないようである。DAP の課税基準価格は

FOB3400人民元／トンと決められているが、その基準価格を超えると、輸出関税の計算

式が下記のように 

税率（％）＝(1.07－基準価格／輸出価格）X 100 

輸出関税が逓増する仕組みとなり、基準価格に輸出関税を含むか否かが実際の輸出価格

に大きな影響を及ぼす。6月 2日現在、中国税関がDAPの輸出関税納税書を発行されて

いない。すでに 60 万トン以上の DAP が港に在庫しているが、買手と売手が中国税関の

対応により輸出価格が上下変動し、契約数量も大きく変動する見込みです。但し、基準

価格が DAPの成分含有量に影響されないため、16-44、15-42のような低含有量 DAPが

多く輸出だろうと見ている。 

 


